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今日こそ 
いちばんよい日 

  
  

 
  

                

                

                

                

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

             
       

新
た
に
す
る 

令
和
八
年
が
始
ま
り
ま
し
た

。こ
の
一
年
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め

、ま
た
自
身
の
人
生
や

そ
れ
に
関
わ
る
事
柄
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

、決

意
を
新
た
に
し
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
よ
う

。

「

新

」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て

、 

『

論
語

』
に
は

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
ま
す

。 

湯
の
盤
の
銘
に
曰
く

、 

「

苟
に
日
に
新
た
に 

日
日
に
新
た
に

、
又
日
に
新
た
な
ら
ん

」
と

。 

こ
れ
は

、「

殷
の
湯
王
が
洗
面
器
に
刻
ん
だ
自

戒
の
銘
で
あ
り

、
真
に
毎
日
自
己
を
新
た
に
し 

停
滞
す
る
こ
と
な
く
進
み
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
る

」
と
解
釈
さ
れ
ま
す

。 

決
意
す
る
こ
と
自
体
に
も
意
義
は
あ
り
ま
す

が

、
そ
れ
を
実
行
に
移
し

、
継
続
す
る
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
す

。
そ
の
た
め
に
は

、
工
夫
が
必
要

と
な
り
ま
す

。 
例
え
ば

、
殷
の
湯
王
の
よ
う
に

、
日
々
目
に
す

る
場
所
に
言
葉
を
掲
げ
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す

。
ま
た

、
生
活
習
慣
の
中
に
取
り
入
れ

、
毎
日

一
度
は
決
意
を
言
葉
に
し
て
確
認
す
る
こ
と
も

効
果
的
で
し
ょ
う

。 

今
年
一
年

、
年
頭
の
決
意
を
出
発
点
と
し
て 

自
身
の
目
標
の
実
現
へ
と
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す

。 

 

◆
継
続
す
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う 

「
職
場
の
教
養
」
よ
り 

 

 
明 
朗 
・ 
愛 
和 
・ 
喜 
働 

 

笑
う
門
に
は 

11 
 
 
 
 
 
 

福
来
た
る 

小豆島/『二十四の瞳』壺井栄(香川県小豆島町) 
 

青い海に浮かぶ作者の故郷、小豆島。1952年に発表され 

た作品には「瀬戸内海べりの一寒村」との表記のみで地 

名は登場しないが、映画化された際、舞台が小豆島に設 

定された。島には映画の撮影に使ったオープンセットを 

改築したものが、「二十四の瞳映画村」として残されてい 

る。近くには、実際に小学校として使われた「岬の分教 

場」が現存。昔ながらの木造 

校舎の空気に包まれながら、 

当時のような授業を体験で 

きるイベントもあります。 

 

 

 

 

 

 

㈱日本交通社 
発行人 光田秀之 

☎089-946-3911 

                   
日
本
再
発
見 
！ 

企
画
展 

真
民
さ
ん
の
ま
な
ざ
し 

 

「
真
民
さ
ん
が
見
つ
め
て
い
た
も
の
」 

令
和
８
年
３
月
１
日
ま
で 

（  
  

  

坂
村
真
民
記
念
館
（
砥
部
町
） 


